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事 業 者 排 出 量 削 弾 計 画 書 〇

京都バネ 株 式会社

0 7 5  ,‐

と 1該 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加されるHF業者の方は、レ印の記入は不要で汽

2「 基準年度Jと は計画期間の前年度を、 「目標年度Jと は計画期間の最終年度をいいます。

3「 事業所等'触 区分Jと は、京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギ
ーの使用に伴い発生する温宮効果ガスを、 「輸送章両排出区分Jと

は、自rJl=連送諄業者については使用の本拠の位置を京都府内とする車両の排出する温室効果ノスを、鉄道JI業者について11保有する貨物車両ヌ

は旅客車両の排出するra室効果ノスを 「そのfL排出区分Jと は、上記以外の京都府内におけるgr業所等の事業活動に伴い発生する温室効果ガス

をいいま抗
4「 帯記事項」には、平成2年度 (1990年 度)を基準としたり,由量の対比やエネルイ

ー原単位CO緋 山量、省エネ製品開発など他者の温室効果

ガス排出百J滋への貢献、グリーン嗣遠の採用、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ノスの削減などを記入してください。

京都市右京区嵯峨明星町 1番 地の 1

Ｆ

　

７

　

Ｆ

算して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又

はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)イ
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事

平成 18 年 4 平成  20 年 月

ジメン トシステムを導入し、環境保全や資源の保護に配慮し自然環境に優 しV

し、環境改善計画を構築し活動する。又結果について確認を行い、不適合なものは見直し是正を行う。

実施し、フロンガス漏波防止と回収に努め現状を維持する。

クールビズ ウ ォームビズの推進により電力の使用量を5°/e削減する。

コオフィス、グリーン購入に取組む。

(19)年 度
(二酸化炭索換第 (t))

(17)年 度
〈二酸化炭素換算 (↓))

温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

自然エネルギーを利用した電

力又は熱の供給

担 当 者 氏 名

フ ァ ク シ ミ リ番 号


